
 

 

淀川水系河川整備計画原案に対する質問・回答集 

巻 末 資 料 集 
 

 

 

 

 

第 58 回～71 回委員会にかけて募集した『淀川水系河川整備計画

原案に対する質問』に関して、表の中に入れることのできなかっ

た図、表等をまとめたものです。 

 

【受付番号】 

232,590,591,592,593,1077,1122,1204,1205,1266,1385,1422, 

1486,1487,1490,1507 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

淀川水系流域委員会 



■受付番号･･･232（浅野隆彦氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■受付番号･･･590（藪田秀雄氏） 

 

 

 

 

 

 

 

■受付番号･･･591（薮田秀雄氏） 
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■受付番号･･･592（薮田秀雄氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■受付番号･･･593（藪田秀雄氏） 
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■受付番号･･･1077（佐川克弘氏） 
 

異常渇水対策 検討ケース一覧表 
取水制限率 

ケース 
取水制限 
開始水位 上工水 農水 

放流制限後

の維持流量 
ダム

取水制限 
期間 

琵琶湖の最低

水位 

BSL-90 -10 ±0 70 
① -120 -20 ±0 70 なし ？ BSL-1.64ｍ 

-90 -10 ±0 70 
② -120 -20 ±0 70 なし 203 日 -1.55ｍ 

-90 -10 ±0 50 
③ -120 -20 ±0 35 なし 184 日 -1.28ｍ 

-90 -10 ±0 70 
④ -120 -20 ±0 70 あり 198 日 -1.49ｍ 

-90 -19 ±0 70 
-110 -28 ±0 70 

⑤-1 -140 -37 ±0 70 なし ？ -1.50ｍ 

-60 -10 ±0 70 
⑤-2 -80 -20 ±0 70 なし 198 日 -1.48ｍ 

（注）取水制限の基準 
   ① ＝上工水は年最大取水量、農水は月別最大取水量 
  ②～⑤＝上工水、農水共 月別最大取水量 
 

 

■受付番号･･･1122（藪田秀雄氏） 
10 月 12 日質問資料  

宇治川塔の島地区の流下能力 （この間の塔の島地区の流下能力に関する資料をみる） 

資料名    

第 64 回委員会審議資料 1-4-1「塔

の島地区河川整備事業」の「宇治

川現況流下能図（現況）」 

（右岸）最小流下能力 

51.625ｋ ８９０㎥／ｓ 

（左岸）最小流下能力 

51.625ｋ ９８０㎥／ｓ 

第 59 回委員会審議資料２「治水対

策の考え方について」の「4.3.3 宇

治川流下能力図（現況）」 

（右岸）最小流下能力 

51.625ｋ ８５０㎥／ｓ 

（左岸）最小流下能力 

51.625ｋ ９５０㎥／ｓ 

第 59 回委員会審議資料「治水対策

の考え方について」Ｐ17「4.3.3 塔

の島地区の整備」 

現況流下能力概ね 1,000 ㎥／ｓ 

第 3 回天ヶ瀬ダムワーク（2）

（H16.11.28）資料 2 

塔の島地区最小流下

能力８８０㎥／ｓ 

左岸最小流下能力９７０㎥／ｓ

＊築堤区間最小流下能力 

２１４０㎥／ｓ 

淀川水系流域委員会第２回ダムワ

ーキング「天ヶ瀬ダム再開発計画

に関する調査検討（中間報告）平

成 16 年 7 月 18 日琵琶湖河川事務

所」 

宇治川でもっとも水が溢れやすいところは塔の島地区

で、現状で約 1,100 ㎥／ｓを流すことができます。 
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■受付番号･･･1204（野村東洋夫氏） 
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■受付番号･･･1204（野村東洋夫氏） 
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■受付番号･･･1205（野村東洋夫氏） 
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■受付番号･･･1205（野村東洋夫氏） 
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■受付番号･･･1266（野村東洋夫氏） 

 
［シミュレーションの条件］ 
Ａ）河川管理者（「検討ケース（２）」の場合） 
      （琵琶湖水位）         （制限日数） （取水制限） （維持流量放流制限量） 
    BSL －90cm～－110cm   約９日間   10%        7m3/s （70m3/s×10%） 
            －110cm～     約 153 日間    20%       14m3/s （70m3/s×20%） 
Ｂ）当会の提案（＝維持流量を昭和５９年～６０年渇水に近付けたもの） 
    BSL－90cm～110cm    約９日間     10%      11m3/s（大川 10m3/s 神崎川

1m3/s） 
      －110cm～130cm   約 33 日間     20%       17m3/s（大川 15m3/s 神崎川

2m3/s） 
      －130cm～      約 120 日間     20%       23m3/s（大川 20m3/s 神崎川 

3m3/s） 
    ※（制限日数）について 
    １）「検討ケース（２）」における琵琶湖水位の各水位「到達日」は、同シミュレーショングラフの読

み取りにより次のように仮定し、これにより（制限日数）を算出 
                   BS L －90cm      8 月 16 日 
                      －110cm      8 月 25 日 
                               －130cm      9 月 27 日 
                      －155cm      1 月 24 日 
    ２）「当会の提案」における（制限日数）は便宜上、「検討ケース（２）」と同じとした 
 
［ Ａ）とＢ）の差 ］ 

１） 維持流量放流量の差 
１、BSL－90cm～－110cm 
  放流制限量の差  11m3/s－7m3/s＝4m3/s 
  放流量の差    4m3/s× ９日×86,400 秒＝ 3,110,400m3（※86,400 秒＝１日の秒

数） 
   ２、BSL－110cm～－130cm 
     放流制限量の差  17m3/s－14m3/s＝３m3/s 
     放流量の差    3m3/s× 33 日×86,400 秒＝ 8,553,600m3 
   ３、BSL－130cm～ 
     放流制限量の差    23m3/s－14m3/s＝9m3/s 
          放流量の差        9m3/s×120 日×86,400 秒＝93,312,000m3 
                                     （１～３ 合計）104,976,000m3 

２） 琵琶湖水位への影響 
          104,976,000m2 ÷ 674km2 ＝ 0.16m   （※674km2＝琵琶湖面積） 

３） 琵琶湖最低水位 
     －1.55ｍ ＋ 0.16m ＝ －1.39m  
                   （※－1.55m＝「検討ケース（２）」の最低水位） 

                                    以上 
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■受付番号･･･1385（藪田秀雄氏） 

洪水到達時間内

の平均雨量強度

流出量 計画洪水量 

100 年 

 

(mm/h

) 

150 年 

 

(mm/h)

流 域

の 範

囲 

最 長

流 路

長 

 

(km) 

洪水

到達

時間 

 

(分) 

  

流域

面積

 

 

(k

㎡)   

 

流

出

係

数 
100年

 

( ㎥ /

ｓ) 

150年

 

( ㎥ /

ｓ) 

天 ヶ

瀬 ダ

ム 

放 流

量 

 

( ㎥ /

ｓ) 

 

宇 治

発 電

所 放

流量 

 

( ㎥ /

ｓ)  

100年

( ㎥ /

ｓ) 

150年

( ㎥ /

ｓ) 

宇 治

橋 上

流域 

10.4 

 

79.4 75.8 82.1 16.8 0.7 248 

 

268 1,140 60 1,448 1.468

 

■受付番号･･･1422（田中委員） 

多目的遊水地制度 

（建設省河川局都市河川対策室刊の抜すい） 
第一章 新制度の必要性 
一、都市河川における遊水地の必要性 
（一）都市河川の治水対策については、河道に洪水を集めて出来る限り早く海に放流すると云

う従来の一般的な河道改修方式では、次のような理由できわめて困難かつ不適当となっている。 
（イ）都市郡の密集市街地における河道拡巾工事は地価の高騰による用地取得難、建設工

事公害等の問題が多いため著しく困難となりつつある。 
（ロ）さらに、一般的な河道改修方式では、莫大な費用と長い工期を要するため治水安全

度が極めて低いまま長期間放置されることになり都市生活の安全性の確保の要請か

ら見て大きな問題となっている。 
（ハ）今日、都市河川では河道だけで洪水を処理することは、一級河川に比較して異常出

水時の被害を拡大させることになるので問題が大きく、むしろ一流域全体で治水効果

を高め、危険の分散を図る必要がある。 
（二）地方、都市河川の流域全体について見れば、遊水機能を有する区域が数多く存在してい

る。これらの遊水地は従来低湿地であることもあって農地として利用されている例が多いが最

近の都市化の進展により、放置しておけば個別的かつなしくずし的に市街化（盛土埋立）され

遊水機能が著しく減殺される恐れが強い。 
（三）以上のようなことから、都市河川の周辺地域において遊水機能を有する区域については、

積極的に遊水地として指定、整備して遊水機能を確保する必要がある。 
（中略） 

第三章 多目的遊水地事業費補助の創設 
（中略） 

三、補助率 
遊水地は河川改修を行うのと同一の効用を発揮するものであり中小河川改修費補助と同率の

補助を行うものとする。（一級河川 2/3、二級河川 1/2） 

 

9



■受付番号･･･1486（野村東洋夫氏） 
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■受付番号･･･1487（野村東洋夫氏） 
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■受付番号･･･1490（浅野隆彦氏） 
 
〔 流下能力というものについて 〕 
 流下能力と言う概念には、ある河道において堤防高さ一杯に越えないで流れる「最大流

量」と、破堤も起こさず安全に流れるであろうと「河川局が保障する？」ところの「無害

流量」というものがある。｛治水経済マニュアル（案）参照｝ 
 河道計画は「河川砂防技術基準」に則って検討される。河川施設である堤防などの構造

は「河川管理施設等構造令」という政令で決められている。その内、堤防の余裕高さの基

準については下表の通りである。 
 
 表 － １ 
計画高水流量と堤防の余裕高さ 

計画高水流量   〔㎥/Ｓ〕 余裕高さ〔ｍ〕

  ２００ 未満   ０．６ 
２００以上   ５００未満   ０．８ 
５００以上  ２０００未満   １．０ 
２０００以上 ５０００未満   １．２ 
５０００以上１００００未満   １．５ 
１００００以上   ２．０ 
  
 ところが木津川上流の「計画高水位」の設定がおかしい。横断測量図を見ると堤防の余

裕高さは本来の１．２ｍを越え、２ｍほどの余裕があったりする。この「余裕高さ」とい

うものが見込まれた水位を「計画高水位」（ハイウオーターレベル＝ＨＷＬ）と言ってい

る。岩倉峡水位・流量観測所地点についても異常な設定であり、「山付部」であるからに

は訂正が必要であろう。上野遊水地及び周辺整備との関係から早期の整理が必要である。 
 「無害流量」とするのは本来〔堤防天端高さー余裕高さ〕である。この観点から次ペー

ジからの〔 岩倉峡流下能力の計算 〕においては、私が主張する〔堤防天端高さ－余裕

高さ〕「無害流量流下能力」と近畿地整が主張する〔計画高水位〕「無害流量流 
下能力」の２つの計算を示す事とする。水理計算の核心である粗度係数については、最近

になって筆者の質問に答えｎ＝０．０３７であることを明示したので、その数値を使い、

平成１４年度測量の岩倉観測所地点横断面図、Ｈ－Ａテーブル表で検討するものである。 
 
〔 岩倉峡流下能力の計算 〕 
  その１．〔 「堤防天端高さー余裕高さ」無害流量 〕 

 図－１ 流体縦断面模式図（１）  
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■受付番号･･･1490（浅野隆彦氏） 
 
岩倉観測所第１断面での堤防天端高さはＴ．Ｐ１３８．６ｍであり、余裕高さを基準通

り１．２ｍ差し引きＴ．Ｐ１３７．４ｍを洪水流下水面とする。第２断面での天端は更に

高い「山付部」であり、ここでは昭和 43 年以来の長い観測期間の中で、１，０００ｍ3/S
を超える流量観測時の「水面勾配」のほぼ中間値 1/４５５を流体勾配として採用する為、

Ｔ．Ｐ１３７．２９ｍを第２断面での洪水流下水面とした。１/455≒０．００２２である

ので、（１３７．４－χ）÷５０＝０．００２２と式をたて、５０Ｘ０．００２２＝（１

３７．４－χ）・・・χ＝（１３７．４－０．１１）＝１３７．２９  ∴ 故に１３７．

２９ｍとする。動水勾配 I ＝０．００２２ 

 
 岩倉観測所第２断面の「横断面図」（平成１４年６月１７日測量）を下に示す。 
上記の洪水流下水面での断面積は、私の分析では１，０２１．３ｍ２である。また潤辺長

さは１２８．７ｍとなる。ここにおいて径深 Ｒ＝１，０２１．３÷１２８．７≒７．９

３５である。 
 マ二ングの公式  平均流速υ＝１/n・Ｒ⅔・Ｉ½ （＊注：小文字分数は指数である＊） 
υ＝（１÷０．０３７）Ｘ７．９３５⅔Ｘ０．００２２½≒５．０４３（ｍ/s） 
Q=１，０２１．３×５．０４３≒５，１５０（m3/s）    このように５，１５０m3/s も

流れるのである。 
 

図 －２ 第２断面 横断測量図 
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■受付番号･･･1490（浅野隆彦氏） 
 
〔 岩倉峡流下能力の計算 〕 
  その２．〔近畿地整が主張する計画高水位での「無害流量」〕 
 その計画高水位での２断面における横断面積を次の表に示す。 

表 －２ H-A テーブル表 （H１４） ※岩倉観測所
 
第１断面             第２断面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 －３ 流体縦断面模式図（２）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以下に平均流速、流量計算を示す。 
潤辺長さは第２断面の横断測量図を方眼紙に展開・分析し、１２４．５ｍを得た。第１断

面計画高水位と第２断面計画位の差を洪水流の水面勾配と考えた。 
動水勾配 I ＝（１３６．５９－１３６．３５）÷５０．０＝０．００４８ 
径深 R ＝９０７．３９÷１２４．５≒７．２９（ｍ） ＊注：小文字分数は指数で

ある＊ 
平均流速 υ＝１/ｎ・Ｒ⅔・Ｉ½＝（１÷０．０３７）×７．２９⅔×０・００４８½≒

７．０４（ｍ/ｓ） 
流量 Ｑ＝９０７．３９×７．０４≒６，３８８（ｍ3/ｓ） 

 以上の計算は水面勾配が 1/２０８．３３となり、これまでの観測実績を見れば十分存在

しているが、最も多い水面勾配とは言い難い。１/４５５を最多の水面勾配として、修正計

算を行う。 
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■受付番号･･･1490（浅野隆彦氏） 
 
動水勾配 I ＝０．００２２   径深 R ＝７．２９ｍ 
平均流速 υ ＝（１÷０・０３７）×７．２９⅔×０．００２２½≒４．７７(ｍ/ｓ) 

流量 Q ＝９０７．３９X４．７７≒４，３２８（ｍ3/s）  このように岩倉峡流下能

力は観測所付近で４，３００ｍ3/ｓ以上となっている。（６，３８８＋４，３２８）÷２ 
＝５，３５８ 
５，３５８ｍ3/ｓ位が近畿地整条件に基づく「岩倉峡流下能力〔計画高水位・無害流量〕」

と考えられる。〔これは「等流計算」ではあるが、非定常流の洪水における流量計算で、

マ二ングの公式を使い「最大流量」を求める場合は、水理学上も「近似値」を示すものと

認められている。〕 
以上 
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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■受付番号･･･1507（浅野隆彦氏）
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